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釧路湿原全域 1/80000
≒27km×27km

享受する自然

●湿原から草原への遷移

　湿 原 植 物 の 枯
死・堆積と地盤沈
降の絶妙なつり合
いがあり、釧路湿
原は維持されてき
た。

　有機物の流入に
より、生態のバラ
ンスが崩れる。植
物プランクトンの
数が増え、湿原は
酸欠状態になる。

　湿原は栄養の貧
しい条件下で発生
する。ここでは少
ない日照時間、気
温の低さ等の条件
下で成り立ってい
る。

　酸欠のため生物
は死滅する。一方、
植物はプランクト
ンの増加に伴い数
を増やす。

　植 物 は 蓄 積 さ
れ、丈夫な地盤を
つくり、草原化し
てしまっている。
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Ⅳ型コラーゲン分子の
ネットワーク形状

ネットワーク形状の発展 コンセプトモデル モデルから得られる
発見的特性
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　私達はいつの時代も解釈に多少の幅はあれど、建築のテーマとして、「自然」を取り上げてきた。

そんな自然の中でも、いま私達が失い続けているものがある、。それは「享受する自然」と「感受する自然」である。

「享受する自然」とは私達の生活を支え、恵みを与えてくれる存在であり、「感受する自然」とは「享受する自然」を歌い、憂い、時に恐れることである。

　一方、技術の進歩により見えてきた新たな自然、人間の内部に存在するメカニズムも新たな自然「発見する自然」と捉えられよう。

そこで本研究は「享受する自然」、「感受する自然」から計画のコンセプト、イメージを導きだし、そこに異なる論理によって導かれた「発見する自然」を計

画物の形態に援用する。

釧路湿原

減少

感受する自然

アイヌ文化

衰退 発展・展開

形態の援用

「自然」

発見する自然

生物学的知見
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享受する自然

●設計ダイアグラム

●形態の展開



1F G.L.＋500

G.L.＋1,200
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1F G.L.＋500

連続ストラクチャー（床下梁）
G.L.＋1,200
1F ＋700

連続ストラクチャー（柱）
鉄骨:300×300 t=30

●宿舎 1F 平面図 1/200
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設計・配置現在の様子 観測 観測 設計・配置 設計・配置観測 湿原再生

●水路形態




